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ま え が き

　宇宙進化研究センターは平成 19 年 11 月 1 日、愛媛大学の 5 番目の先端研究センター
として発足し、昨年第 1 号の年報を出しました。それからまたたく間に 1 年が経過し、
ここに年報第 2 号を出すことになりました。
　平成 21 年度から運営費交付金による新たな事業が発足しました。事業名は「大型光学
望遠鏡の次世代広視野カメラ用大型フィルターの開発」です。文部科学省・自然科学研
究機構・国立天文台の運用するすばる望遠鏡 ( 米国ハワイ州ハワイ島マウナケア山に設
置されている ) は口径 8m クラスの望遠鏡としては唯一、広視野の主焦点カメラである
Suprime-Cam( スプリーム・カム ) を有しています。口径 8.2m の集光力とこの広視野カ
メラのおかげで、129 億光年彼方の生れたての銀河の発見など、非常に大きな研究成果を
次々と生み出してきています。現在、国立天文台を中心にして Suprime-Cam の次世代広
視野カメラ Hyper Suprime-Cam（HSC）の製作が進められています。本センターでは
この HSC 用の狭帯域・中帯域フィルターの開発と製作を新たな事業として開始した次第
です。この事業の推進により、新次元の研究成果を出すことができると期待しているとこ
ろです。
　また、昨年はハッブル宇宙望遠鏡基幹プロジェクトである「宇宙進化サーベイ（COSMOS
プロジェクト）」のチーム会議を愛媛大学で開催致しました。世界各国から約 100 名
の参加者を迎え、大変有意義な会議を行うことができたのは大きな喜びです。今後の
COSMOS プロジェクトの推進に重要な貢献ができたことは、プロジェクトのみならず、
愛媛大学および本センターにとっても大きなメリットがあったように思います。
教育面では大学院生が順調に育ってきていることがまず挙げられます。大学院博士課程後
期で 2 名の院生が日本学術振興会の特別研究員に選ばれたことが、その一つの証になって
いるように思います。また、学部の卒業研究のレベルも着々と上がってきており、国際誌
に投稿できるような研究が不断に推進されるようになってきています。やはり、先端研究
を担うセンターで研究活動をしているという自覚が、プラスに働いているように思います。
　昨年の年報でもご報告させていただきましたが、平成 20 年度入学の理学部物理学科の
学生から、2 年次以降に宇宙物理学コースを選択できるようになりました ( 定員 12 名）。
宇宙物理学コースでは 4 つのセミナーを中心に、系統的に宇宙物理学を学ぶことができ
るようになっていますが、少しずつこのコースの認知度が上がってきていると感じており
ます。
　このように研究や教育面で充実感が出てきておりますが、まだまだ未熟な点が多々ある
と思います。今後とも皆様のご支援を賜りますよう宜しくお願いいたします。

　　　平成 22 年 6 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　　谷口　義明
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　１．総 説

１．１組織
　　　
　　センター長　　：　谷口　義明

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　　　教授　　　　　：　谷口　義明
　　　助教（兼任）　  ：　長尾　透
　　　特定研究員　　：　塩谷　泰広
　　　特定研究員　　：　斎藤　智樹（平成 22 年 5 月より東京大学数物連携宇宙研究機構へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　転出）

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　　　教授（兼任）　　：　粟木　久光
　　　准教授（兼任）　：　寺島　雄一

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　　　教授 　　 ：　鵜飼　正行
　　　准教授 　 　：　清水　徹
　　　助教　　　　 ：　近藤　光志

■ 客員研究員 ■
　　　村山　卓　　（東北大学大学院理学研究科　准教授）
　　　和田　桂一　（鹿児島大学大学院理工学研究科　教授）

■ 研究員 ■
　　　黄木　景二　（愛媛大学大学院理工学研究科　教授）

■ 研究支援部研究支援課研究支援チーム ■ 
　　　課長 　　　 　：　瀬戸山　泰彦
　　　副課長　　　　 　：　武田　興昌
　　　チームリーダー 　：　州之内　善基
　　　事務補佐員　　 　：　宇都宮　美恵
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１．２　各部門の概要

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　宇宙に約 1000 億個もある銀河は、宇宙の大規模構造と呼ばれるフィラメント上の模様を作
り、100 億年以上に及び時間をかけて進化してきています。これら銀河や宇宙の大規模構造は、
未知の暗黒物質に操られて進化してきたことが分かってきました。本研究部門では、銀河、暗
黒物質、宇宙大規模構造の形成と進化を体系的に理解することを目的とし、研究を進めていま
す。

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　宇宙にある銀河の大部分の中心部に巨大なブラックホールが存在していると考えられてお
り、そのような巨大ブラックホールは宇宙が始まって 10 億年後には既に存在していたことが
わかっています。本研究部門では、巨大ブラックホールが宇宙の中でいつどのように形成され、
現在観測されているような姿に進化してきたのかを理解することを目的とし、研究を進めてい
ます。

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　地球を取り巻く宇宙空間では、太陽フレアや地球磁気圏オーロラサブストームなどの爆発現
象が古くから知られており、その物理機構を解明することが宇宙プラズマ研究の最大の課題と
なってきました。近年の衛星観測から、いわゆる磁気リコネクションという素過程が基本的に
重要であることが分かっています。私たちは独自の理論を提唱し、フレアの物理機構を解明す
るとともに、計算機シミュレーションによって複雑なフレア現象の観測結果を説明することを
めざしています。
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　２．研究者要覧　（平成 22 年 4 月現在）

　　　　　　　　　　　　　　　■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明　Yoshiaki TANIGUCHI
[ 職名 ] 教授　宇宙進化研究センター長
[ 電話 ] 089-927-9579　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1983 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1984 年 10 月 理学博士
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, 日本天文学会
[ 専門分野 ] 宇宙物理学
[ 主な研究テーマ ] 銀河、巨大ブラックホール、宇宙大規模構造、暗
黒物質
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005
年 3 月）

長尾　透　Tohru NAGAO
[ 職名 ] 助教　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9602　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程
( 後期課程 ) 修了　
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 宇宙化学進化、巨大ブラックホール進化、第一世
代星探査
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005
年 3 月）

塩谷　泰広　Yasuhiro SHIOYA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1995 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程
( 後期課程 ) 修了　
[ 学位 ] 1995 年 3 月 博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
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[ 主な研究テーマ ] 銀河における星生成とそれに付随する銀河の進化
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005
年 3 月）

斎藤　智樹　Tomoki SAITO
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2006 年 3 月 東京大学大学院理学系研究科天文学専攻博士課
程修了　
[ 学位 ] 2006 年 3 月 博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の探査とそれに基づく銀河形成・進化の
研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光　Hisamitsu AWAKI
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9582　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1991 年 2 月 名古屋大学大学院理学研究科宇宙理学専攻博士
課程 ( 後期課程 ) 修了　
[ 学位 ] 1991 年 2 月 理学博士
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, American Astrono-
mical Society, 日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、活動銀河、　X 線望遠鏡

寺島　雄一　Yuichi TERASHIMA
[ 職名 ] 准教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9603　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1998 年 3 月 名古屋大学大学院理学研究科素粒子宇宙物理学
専攻博士課程 ( 後期課程 ) 修了
[ 学位 ] 1998 年 3 月 博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, American Astrono-
mical Society, 日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、銀河・銀河団などの
観測的研究
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行　Masayuki UGAI
[ 職名 ] 教授
[ 電話 ] 089-927-9965　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1973 年 3 月　京都大学大学院電子工学研究科修了
[ 学位 ] 1980 年　工学博士
[ 所属学会 ] 日本地球電磁気・地球惑星圏学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] プラズマ物理
[ 主な研究テーマ ] 磁気リコネクション理論、フレア理論、プラズマ
非線形現象

清水　徹　　Tohru SHIMIZU
[ 職名 ] 准教授 
[ 電話 ] 089-927-9969　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1986 年 3 月 東北大学大学院工学研究科修士課程 ( 前期課程 )
修了　
[ 学位 ] 1996 年 10 月 博士 ( 工学 )
[ 所属学会 ] American Geophysical Union, 日本地球電磁気・地球惑
星圏学会 , 日本天文学会
[ 専門分野 ] 太陽系プラズマ
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合過程、磁気流体力学、非線形力学

近藤　光志　Koji KONDOH
[ 職名 ] 助教
[ 電話 ] 089-927-8527　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1997 年 3 月 愛媛大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程
修了　
[ 学位 ] 2007 年 9 月 博士 ( 工学 )
[ 所属学会 ] American Geophysical Union, 日本地球電磁気・地球惑
星圏学会、日本可視化情報学会
[ 専門分野 ] 宇宙プラズマ物理学
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合に関連した地球磁気圏嵐、太陽フレア
現象などの数値的・観測的研究
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　３．研究成果

３．１　原著論文

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Shioya, Y., Taniguchi, Y., Sasaki, S. S., Nagao, T., Murayama, T., Saito, T., Ideue, Y., 
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Evolution Traced by Active Galactic Nuclei and Its Application to the COSMOS Data 
Sets” , COSMOS Team Meeting 2009, 愛媛大学（2009 年 6 月）

井手上祐子・谷口義明・長尾 透・塩谷泰広・斎藤智樹・村山 卓・COSMOS チーム , 
“Environmental Dependence of Specific SFRs at z  ~1.2 in the COSMOS Field” , 2009 年度
第天文天体物理若手夏の学校 , 草津温泉（2009 年 7 月）

松岡健太・長尾 透・Maiolino, R.・Marconi, A.・谷口義明 ,「狭輝線領域における窒素輝線を
用いた重元素量診断」, 2009 年度天文天体物理若手夏の学校 , 草津温泉（2009 年 7 月）

谷 聡人・斎藤智樹・谷口義明・長尾 透・塩谷泰広・井手上祐子・松岡健太 , 「GOODS-South 
天域における z  ~4.6 の Ly α輝線天体 (LAEs) の探査」, 2009 年天文天体物理若手夏の学校 , 
草津温泉（2009 年 7 月）

池田浩之・長尾 透・松岡健太・谷口義明・塩谷泰広・斎藤智樹・井手上祐子・COSMOS チーム , 
「COSMOS 天域におけるクェーサー探査」, 天文天体物理若手夏の学校 , 草津温泉（2009 年 7
月）

濟川健太郎・斎藤智樹・谷口義明・塩谷泰広・井手上祐子 , 「GOODS-S 天域における z  
~2.8-4.3 の Ly α blobs の探査と性質」, 天文天体物理若手夏の学校 , 草津温泉（2009 年 7 月）

Shioya, Y., Taniguchi, Y., Murayama, T., Sasaki, S. S., Nagao, T., Saito, T., Ideue, Y., 
Matsuoka K. L., Trump, J. R., Scoville, N., & COSMOS Team, “Properties of Lyman α 
Emitters at z  =4.86 and z  =5.70 in the COSMOS 2 Square Degree Field” , XXVth IAP 
Annual Colloquium “The Lyman Alpha Universe” , Institut d'Astrophysique de Paris, 
France（2009 年 8 月）
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Nagao, T., “A Wide-Field Search for Population III Stars in High-Redshift Galaxies in 
the Subaru Deep Field” , XXVII IAU General Assembly, Joint Discussion 12: The First 
Galaxies - Theoretical Predictions and Observational Clues, Rio de Janeiro, Brazil （2009
年 8 月）

Matsuoka, K., Nagao, T., Maiolino, R., Marconi, A., & Taniguchi, Y., “Metallicity in the 
High-Redshift Universe Traced by Radio Galaxies”, IAU General Assembly, Rio de Janeiro, 
Brazil（2009 年 8 月）

Nagao, T., “Observational Study on the Metallicity Evolution of AGNs” , The 3rd Korea-
Japan Young Astronomers Meeting, Gwancheon National Museum, Seoul, Korea（2009 年
8 月）

Ideue, Y., Nagao, T., Taniguchi, Y., Shioya, Y., Saito, T., Murayama, T., & COSMOS 
Team, “Environmental Effects on the Star Formation Activity in Galaxies at z  ~1.2 in 
the COSMOS Field” , The 3rd Korea-Japan Young Astronomers Meeting 2009, Gwacheon 
National Science Museum, Seoul, Korea（2009 年 8 月）

長尾 透 , 「東京大学アタカマ望遠鏡による活動銀河核研究」, 東京大学アタカマ望遠鏡近赤外
線観測装置ワークショップ , 東京大学 ,（2009 年 9 月）

井手上祐子・谷口義明・長尾 透 ,「HSC/Deep サーベイで探る z~1 の銀河の星形成活動の環境
依存性」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

斎藤智樹・谷口義明・長尾 透・塩谷泰広・井手上祐子・松岡健太・濟川健太郎・嶋作一大・ 
岡村定矩・小野宜昭・大内正己・秋山正幸・村山 卓・上田佳宏・SXDS チーム・COSMOS チーム , 

「Ly α blobs の広域・無バイアス探査による、銀河形成・進化の観測的解明」, 日本天文学会
2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

松岡健太・長尾 透・Maiolino, R.・Marconi, A.・谷口義明 , 「クェーサー金属量の巨大ブラッ
クホール質量および降着率への依存性」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年
9 月）

塩谷泰広・谷口義明・長尾 透・斎藤智樹・鬼塚祐一・井手上祐子・松岡健太・村山 卓・ 
COSMOS チーム , 「COSMOS プロジェクト : COSMOS20 に基づく高赤方偏移星生成銀河探
査」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

諸隈智貴・土居 守・安田直樹・秋山正幸・長尾 透・上田佳宏・戸谷友則・関口和寛・古澤久徳・
柏川伸成・大内正己・村山 卓 , 「HSC を用いた可視変光による活動銀河核探査」, 日本天文学
会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

米原厚憲・長尾 透・Sluse Dominique, 「遠方クェーサーの狭輝線領域のサイズ測定」, 日本天
文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）
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濟川健太郎・斎藤智樹・谷口義明・塩谷泰広 , 「GOODS-S field における z~2.9-4.3 の Ly α 
blobs の探査と性質」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

斎藤智樹・SXDS チーム・COSMOS チーム ( 谷口義明・長尾 透・塩谷泰広・他 ), “Probing 
the first stage of galaxy formation and evolution with unbiased surveys for Ly α blobs” , 光
赤天連シンポジウム , 国立天文台（2009 年 10 月）

Nagao, T., “SWANS: Subaru Wide-Field AGN Survey with SUMIRE” , Princeton-JSPS 
DENET workshop: “Science Opportunities with Wide-Field Imaging and Spectroscopy of 
the Distant Universe” , Princeton University, USA（2009 年 11 月）

Saito, T., SXDS team, COSMO Steam (Taniguchi, T., Nagao, T., Shioya, Y., et al.), “Probing 
the first stage of galaxy formation and evolution with unbiased surveys for Ly　α blobs” , 
Princeton-JSPS DENET workshop: " “Science Opportunities with Wide-Field Imaging and 
Spectroscopy of the Distant Universe” , Princeton University, USA（2009 年 11 月）

谷口義明 , “Superwind Models for DLAs” , 第 3 回 クェーサー吸収線研究会「クェーサー吸収
線研究の底力」, 長崎県雲仙市（2009 年 12 月）

長尾 透 , “Subaru Wide-Field AGN Survey: Recent Progresses” , 第 3 回 クェーサー吸収線研
究会「クェーサー吸収線研究の底力」, 長崎県雲仙市（2009 年 12 月）

塩谷泰広・谷口義明・長尾 透・斎藤智樹・鬼塚祐一・井手上祐子・松岡健太・村山 卓・
COSMOS チーム ,「COSMOS20 に基づく高赤方偏移星生成銀河探査」, すばるユーザーズミー
ティング , 国立天文台（2010 年 1 月）

池田浩之・谷口義明・長尾 透・松岡健太・塩谷泰広・斎藤智樹・井手上祐子・村山 卓・
COSMOS チーム ,「すばる望遠鏡を用いた COSMOS 天域における高赤方偏移低光度ｸｪｰｻｰ探
査」, すばるユーザーズミーティング , 国立天文台（2010 年 1 月）

松岡健太・長尾 透・Alessandro Marconi・Roberto Maiolino・谷口義明 ,「活動銀河中心核の
金属量から探る銀河と巨大ブラックホールの共進化」, すばるユーザーズミーティング , 国立
天文台（2010 年 1 月）

谷口義明 ,「TMT プロジェクトへの提言」, すばるユーザーズミーティング , 国立天文台（2010
年 1 月）

長尾 透 , “Comments from a potential TMT user – toward the TMT era” , すばるユーザーズ
ミーティング , 国立天文台（2010 年 1 月）

井手上祐子・谷口義明・塩谷泰広・長尾 透・斎藤智樹・村山 卓・COSMOS チーム , 「z ～ 1
における比星形成率の環境依存性」, 日本天文学会 2010 年春季年会 , 広島大学（2010 年 3 月）
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池田浩之・長尾 透・松岡健太・谷口義明・塩谷泰広・斎藤智樹・井手上祐子・村山 卓・
COSMOS チーム , 「COSMOS 天域における高赤方偏移低光度クェーサー探査」, 日本天文学
会 2010 年春季年会 , 広島大学（2010 年 3 月）

塩谷泰広・長尾 透・濟川健太郎・鬼塚祐一・谷 聡人・井手上祐子・池田浩之・松岡健太・斎藤智樹 , 
「最果ての銀河は本当に最果ての銀河か？」, 日本天文学会 2010 年春季年会 , 広島大学（2010
年 3 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

Kawahara, H., Terashima, Y., Yaqoob, T., & Awaki, H., “Fe-K Line Profile and X-ray 
Spectral Variability of the Seyfert 1.9 galaxy NGC 7314” , “The Energetic Cosmos: from 
Suzaku to Astro-H” , 北海道小樽市（2009 年 6 月）

Awaki, H., Terashima, Y., Higaki, Y., Yonetani, T., & Ueda, Y., “X-ray study of Compton 
thick AGNs with Suzaku” , “The Energetic Cosmos: from Suzaku to Astro-H” , 北海道小樽
市（2009 年 6 月）

Noguchi, K., Terashima, Y., & Awaki, H., “Multi Wavelength Properties of a New Sample of 
X-ray Selected Buried AGNs” , “The Energetic Cosmos: from Suzaku to Astro-H” , 北海道小
樽市（2009 年 6 月）

Tazaki, F., Ueda, Y., Ishino, Y., Eguchi, S., Isobe, N., Terashima, Y., & Mushotzky, R. F., 
“Suzaku Observation of the Radio Galaxy 4C 50.55 (IGR J 21247+5058)” , “The Energetic 
Cosmos: from Suzaku to Astro-H” , 北海道小樽市（2009 年 6 月）

Hirata, Y., Terashima, Y., Anabuki, N., Nakagawa, T., & Awaki, H., “The AGN power in 
type 2 ULIRGs with a high [OIII] luminosity observed by Suzaku and XMM-Newton”, “The 
Energetic Cosmos: from Suzaku to Astro-H” , 北海道小樽市（2009 年 6 月）

Eguchi, S., Ueda, Y., Terashima, Y., Mushotzky, R., & Tueller, J., “Suzaku Observations 
of Six New Swift/BAT AGNs: Evidence for Two Types of Obscured Population” , “The 
Energetic Cosmos: from Suzaku to Astro-H” , 北海道小樽市（2009 年 6 月）

Okajima, T., Awaki, H., Furuzawa, A., Miyazawa, T., Mori, H., Maeda, Y., Ishida, M., 
Tamura, K., Tawara, Y., Kunieda, H., Serlemitsos, P. J., & Soong, Y., “ASTRO-H X-ray 
imaging telescope”, “The Energetic Cosmos: from Suzaku to Astro-H”, 北海道小樽市（2009
年 6 月）
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野口和久 , 「散乱 X 線に着目した隠された AGN サンプルの構築とその多波長における性質」, 
天文天体物理若手夏の学校 , 草津温泉（2009 年 7 月）

河原大 , 「『すざく』衛星によるセイファート銀河 NGC7314 に見られるスペクトル変動の研究」, 
天文天体物理若手夏の学校 , 草津温泉（2009 年 7 月）

Awaki, H., Kunieda, H., Ogasaka, Y., Furuzawa, A., Miyazawa, T., Haba, Y., Tawara, Y., 
Yamashita, K., Serlemitsos, P. J., Soong, Y., Okajima, T., Ishida, M., Tamura, K., Maeda, 
Y., Mori, H., Namba, Y., Uesugi, K., Suzuki, Y., Ogi, K., Itoh, M., Tsunemi, H., & Kosaka, 
T., “Current status of the Astro-H X-Ray Telescope System” , “SPIE Optics for EUV, X-ray, 
and Gamma-ray Astronomy IV” , San Diego, USA（2009 年 8 月）

Furuzawa, A., Ogasaka, Y., Kunieda, H., Miyazawa, T., Sakai, M., Kinoshita, Y., Makinae, 
Y., Sasaya, S., Kanou, Y., Niki, D., Matsuda, K., Ohgi, T., Oishi, N., Yamane, K., Yamane, N., 
Ishida, Y., Haba, Y., Tawara, Y.,  Yamashita, K., Ishida, M., Maeda, Y., Mori, H., Tamura, 
K., Awaki, H., & Okajima, T., “The current status of ASTRO-H/HXT development facility” , 
“SPIE Optics for EUV, X-ray, and Gamma-ray Astronomy IV”, San Diego, USA（2009年8月）

Noguchi, K., Terashima, Y., & Awaki, H., “Multiwavelength Properties of Obscured AGNs 
Selected from the XMM-Newton Serendipitous Source Catalogue” , “X-ray Astronomy 
2009: Present Status, Multi-wavelength Approach and Future Perspective” , Bologna, Italy

（2009 年 9 月）

Hirata, Y., Terashima, Y., Anabuki, N., Nakagawa, T., & Awaki, H., “Suzaku and XMM-
Newton Observations of Type 2 ULIRGs with a High [OIII] Luminosity” , “X-ray 
Astronomy 2009: Present Status, Multi-wavelength Approach and Future Perspective” , 
Bologna, Italy（2009 年 9 月）

河原 大・寺島雄一・Tahir Yaqoob・粟木久光 , 「『すざく』衛星を用いた 1.9 型セイファート銀
河 NGC 7314 にみられる X 線スペクトル変動の研究」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口
大学（2009 年 9 月）

粟木久光・寺島雄一・上田佳宏 ,「『すざく』衛星で探る近傍 Compton Thick 活動銀河核」, 
日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

米谷哲明・粟木久光・寺島雄一 ,「Circinus Galaxy への X 線スペクトルシミュレーションモ
デルの適用」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

粟木久光・黄木景二・國枝秀世・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・幅 良統・田原 譲・Peter 
Serlemitsos・Yang Soong・Takashi Okajima・石田 学・田村啓輔・前田良知・難波義治・
上杉健太朗・鈴木芳生・伊藤真之・常深 博・高坂達郎・他 Astro-H/XRT チーム ,「Astro-H/
XRT：開発の現状 (VI)」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）
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伊東慶太郎・黄木景二・粟木久光・国枝秀世・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・石田 学・前田良知・
高坂達郎・岡島 崇・他 Astro-H XRT チーム ,「Astro-H 搭載用硬 X 線望遠鏡の熱解析の現状」, 
日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

酒井理人・加納康史・松田賢治・原 慎二・国枝秀世・古澤彰浩・宮澤拓也・幅 良統・大石 和・
扇 拓矢・寺島慎二・山根宏大・田原 譲・山下広順・森 英之・田村啓輔・前田良知・石田 学・
岡島 崇・上杉健太郎・鈴木芳生・粟木久光・他 ASTRO-H/HXT チーム ,「ASTRO-H/HXT：
多層膜成膜システムの現状」, 日本天文学会 2009 年秋季年会 , 山口大学（2009 年 9 月）

松田賢治・酒井理人・仁木大祐・原 慎二・山根伸幸・渡邊 剛・加納康史・宮澤拓也・古澤彰浩・
田原 譲・國枝秀世・山下広順・森 英之・田村啓輔・前田良知・石田 学・岡島 崇・上杉健太郎・
鈴木芳生・粟木久光・他 ASTRO-H/XRT チーム ,「ASTRO-H/HXT：レプリカ反射鏡開発の現状」, 
日本天文学会 2009 年秋季年会、山口大学 （2009 年 9 月）

Awaki, H., “Astro-H XRT system”, “International Workshop on Astronomical X-Ray Optics 
2009” , Villa Lanna, Prague, (2009 年 12 月 )

粟木久光・黄木景二・國枝秀世・田原 譲・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・石田 学・前田良知・
高坂達郎・山内茂雄・飯塚 亮・難波義治・P. J. Serlemitsos・Y. Soong・岡島 崇・他「Astro-H」
XRT チーム ,「Astro-H 搭載用 X 線望遠鏡の開発 II」, 宇宙科学シンポジウム , 宇宙科学研究
本部（2010 年 1 月）

粟木久光・寺島雄一・上田佳宏 ,「『すざく』衛星で探る近傍 Compton Thick 活動銀河核」,
宇宙科学シンポジウム , 宇宙科学研究本部（2010 年 1 月）

粟木久光・黄木景二・國枝秀世・田原 譲・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・石田 学・前田良知・
高坂達郎・山内茂雄・飯塚 亮・難波義治・P. J. Serlemitsos・Y. Soong・岡島 崇・他「Astro-H」
XRT チーム ,「次期宇宙 X 線衛星 Astro-H 搭載用 X 線望遠鏡の開発」, 日本物理学会 第 65 回
年次大会 , 岡山大学（2010 年 3 月）

田崎文得・上田佳宏・磯辺直樹・江口智士・石野佑紀子・寺島雄一・Richard F. Mushotzky, 
「電波銀河 4C 50.55 (IGR J21247+5058) の『すざく』による観測」, 日本天文学会 2010 年春
季年会 , 広島大学（2010 年 3 月）

粟木久光・黄木景二・國枝秀世・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・幅 良統・田原 譲・Peter 
Serlemitsos・Yang Soong・Takashi Okajima・石田 学・前田良知・田村啓輔・林 多佳由・
染谷謙太郎・塩野目 雄・難波義治・山内茂雄・上杉健太朗・鈴木芳生・伊藤真之・常深 博・
高坂達郎・他 Astro-H/XRT チーム ,「Astro-H/XRT と硬 X 線望遠鏡ハウジングの開発の現状」, 
日本天文学会 2010 年春季年会 , 広島大学（2010 年 3 月）

森 英之・幅 良統・古澤彰浩・國枝秀世・山内茂雄・粟木久光・石田 学・前田良知・馬場 彩・
Richard Mushotzky・他 Astro-H XRT チーム ,「Astro-H 搭載 X 線望遠鏡のプリコリメータ
開発の現状」, 日本天文学会 2010 年春季年会 , 広島大学（2010 年 3 月）
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宮澤拓也・古澤彰浩・加納康史・松田賢治・酒井理人・扇 拓矢・山根伸幸・石田洋輔・原 慎
二・宮田祐介・坂廼邉 果林・幅 良統・田原 譲・國枝秀世・山下広順・森 英之・田村啓輔・
前田良知・石田 学・粟木久光・上杉健太朗・鈴木芳生・岡島 崇・他 ASTRO-H/XRT チーム ,

「ASTRO-H/XRT：硬 X 線望遠鏡 (HXT) 開発の現状」, 日本天文学会 2010 年春季年会 , 広島
大学（2010 年 3 月）

酒井理人・加納康史・松田賢治・原 慎二・国枝秀世・古澤彰浩・宮澤拓也・幅 良統・大石 和・
扇 拓矢・山根伸幸・坂廼邉 果林・宮田裕介・田原 譲・山下広順・森 英之・田村啓輔・前田良知・
石田 学・岡島 崇・上杉健太朗・鈴木芳生・粟木久光・他 ASTRO-H/HXT チーム , 「ASTRO-H/
HXT：多層膜成膜システムの現状 II」, 日本天文学会 2010 年春季年会 , 広島大学（2010 年 3 月 )

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹 , 「高速磁気再結合過程の三次元不安定性と磁気中性線の自己組織化」, 地球惑星科学
連合大会 ,  幕張メッセ国際会議場（2009 年 5 月）

近藤光志・鵜飼正行 , 「シヤ磁場を考慮した磁気再結合の三次元電磁流体シミュレーション」, 
地球惑星科学連合大会 , 幕張メッセ国際会議場（2009 年 5 月）

近藤光志 , 「高速プラズマ流の三次元ＭＨＤシミュレーションと THEMIS・GEOTAIL 衛星同
時観測イベント」, 多点衛星・地上データ解析による磁気圏ダイナミクス研究会 , 名古屋大学
太陽地球環境研究所（2009 年 7 月）

鵜飼正行 ,「高速磁気リコネクションジェットによる Pi2 パルセーション発生機構」, 太陽地
球惑星系科学モデリング・シミュレーション関連合同研究集会 , 九州大学（2009 年 8 月）

Kondoh, K., & Ugai, M., “Cross Tail Flow Component of the Earthward Fast Flow”, AOGS, 
Singapore （2009 年 8 月）

鵜飼正行 , 「高速磁気リコネクション機構とフレア , サブストームへの応用」, 宇宙天気研究会 , 
京都（2009 年 8 月）

近藤光志 , “Multi-point observation and MHD simulation of a narrow transient fast flow in 
the plasma sheet” , 宇宙天気研究会 , 京都（2009 年 8 月）

大野悟志・近藤光志・鵜飼正行 , 「自己増殖アルゴリズム及びスパンスペースを利用した等値
面高速生成」, 電気関係学会四国支部連合大会 , 愛媛大学（2009 年 9 月）

黒田修平・鵜飼正行・近藤光志 , 「被照明流線を用いたベクトルデータの可視化」, 電気関係学
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会四国支部連合大会 , 愛媛大学（2009 年 9 月）

向井 慎・鵜飼正行・近藤光志 , 「太陽コロナ磁場の再構築と三次元可視化」, 電気関係学会四
国支部連合大会 , 愛媛大学（2009 年 9 月）

橘 志帆・鵜飼正行・近藤光志 , 「数値シミュレーションデータの立体視解析」, 電気関係学会
四国支部連合大会 , 愛媛大学（2009 年 9 月）

山地 僚平・鵜飼正行・近藤光志 , 「GLSL を用いた三次元衝撃波の可視化と解析」, 電気関係
学会四国支部連合大会 , 愛媛大学（2009 年 9 月）

清水 徹 ,「三次元高速磁気再結合過程の磁気中性線の自発形成」, SGEPSS 秋講演会 , 金沢（2009
年 10 月）

Shimizu, T., “3D-MHD instability of the spontaneous fast magnetic reconnection” , ERG, 
SCOPE and beyond Meeting, 宇宙科学研究本部（2009 年 11 月 ) 

Shimizu, T., “The self-organization of neutral lines in 3D random fast magnetic 
reconnection --- non-linear 3D instability of reconnection process ---” , AGU, San Francisco, 
USA （2009 年 12 月）

Kondoh K., & Ugai M., “Computer study of cross tail component of earthward fast Plasma 
flow in the sheared magnetic field” , AGU, San Franciscs, USA（2009 年 12 月）

Ichikawa H., Ugai M., & Kondoh K., “Computer simulations of plasmoid evolution in the 
sheared magnetic field” , AGU, San Francisco, USA（2009 年 12 月）

Shimizu, T., & Ogino,T., “3D-MHD instability of the spontaneous fast magnetic 
reconnection － applications to solar flares and geomagnetotail －”, Hinode-3, Tokyo（2009
年 12 月）

清水 徹 ,「高速磁気再結合過程の三次元不安定性とその応用について」, STP グループセミナー , 
宇宙科学研究本部（2010 年 1 月）

清水 徹 ,「高速磁気再結合過程の三次元不安定性の磁気圏尾部への応用」, KDK シンポジウム , 
京都大学（2010 年 3 月）

近藤光志 , 「地球磁気圏近尾部におけるシヤ磁場の高速プラズマ流への影響」, KDK シンポジ
ウム , 京都大学（2010 年 3 月）

市川裕人・鵜飼正行・近藤光志 , 「シヤ磁場中のプラズモイドの伝播・発達」, KDK シンポジウム , 
京都大学（2010 年 3 月）



― 26 ―

Kondoh, K., Ugai, M., & Shimizu, T., “Computer study of cross tail component of earthward 
fast plasma flow in the sheared magnetic field” , 10th INTERNATIONAL CONFERENCE 
ON SUBSTORMS, San Luis Obispo, USA（2010 年 3 月）
　

３．４　招待講演・学会特別講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Taniguchi, Y., Summary Talk, XXVth IAP Annual Colloquium “The Lyman Alpha 
Universe” , Institute d’ Astrophysique de Paris, France （2009 年 7 月）

長尾 透 , “Metallicity Evolution of Active Galactic Nuclei” , XXXVII IAU General Assembly, 
Symposium 267, Co-evolution of galaxies and black holes, Rio de Janeiro, Brazil（2009 年
8 月）

長尾 透 , “SWANS: Subaru Wide-Field AGN Survey with HSC” , 日本天文学会 2009 年秋季
年会企画セッション「すばる望遠鏡の広視野撮像分光サーベイが拓くサイエンス」, 山口大学

（2009 年 9 月）

長尾 透 , “Observational Study on the Chemical Evolution of Galaxies” , 科研費特定領域研
究「ガンマ線バーストで読み解く太古の宇宙」第 3 回領域シンポジウム , 岐阜県下呂市（2009
年 9 月）

長尾 透 , “SWANS: Subaru Wide-Field AGN Survey” , 「超広域サーベイによる巨大ブラック
ホール進化の研究：観測と理論の連携」研究会 , 愛媛県松山市（2009 年 10 月）

谷口義明 ,「巨大ブラックホールと銀河の共進化解明に向けて（総括講演）」, 「巨大ブラックホー
ルと銀河の共進化」研究会 , 筑波大学（2010 年 2 月）

長尾 透 ,「すばる望遠鏡次世代広視野撮像装置を用いた大規模活動銀河核探査 SWANS 
project（基調講演）」,「巨大ブラックホールと銀河の共進化」研究会 , 筑波大学（2010 年 2 月）

谷口義明 ,「初代銀河 ( レビュー講演 )」, 初代星・初代銀河研究会 , 長崎大学（2010 年 3 月）
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■ ブラックホール進化研究部門 ■

Terashima, Y., “Obscured AGN Population and its Evolution” , “The Energetic Cosmos: 
from Suzaku to Astro-H” , 北海道小樽市（2009 年 6 月）

Terashima, Y., “AGN observations with Suzaku” , “X-ray Astronomy 2009; Present Status, 
Multi-wavelength Approach and Future Perspective” , Bologna, Italy（2009 年 9 月）

寺島雄一 ,「可視超広域サーベイと X 線観測との連携」, 「超広域サーベイによる巨大ブラック
ホール進化の研究：観測と理論の連携」研究会 , 愛媛県松山市（2009 年 10 月）
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　４．社会的活動

４．１　学協会委員など

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1)　日本天文学会評議員
2)　国立天文台光赤外専門委員会委員
3)　日本光赤外線連絡会　運営委員
4)　日本宇宙少年団　松山ジェネシス分団　理事

長尾　透
1)　赤外線天文連絡会（2009 ～ 2013）
2)　UH88/UKIRT Time Allocation Committee（2008 ～ 2010）

斎藤　智樹
1)　SPICA タスクフォース (2008 ～ )

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1)　高エネルギー宇宙物理連絡会会長（2008.4.1 ～ 2010.3.31）
2)　愛媛県スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会委員（2009.4.1 ～ 2010.3.31）

寺島　雄一
1)　高エネルギー宇宙物理連絡会事務局長（2008.4.1 ～ 2010.3.31）
2)　XMM-Newton 衛星 AO-9 パネルメンバー（2009）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
1)　京都大学生存圏研究所電波科学計算機実験共同利用専門委員（2009）
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４．２　講演会、他大学での講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口義明 , 平成 21 年度ステップアップ中学校理科研修講座 , 愛媛大学理学部 (2009 年 5 月 )

谷口義明 , 「物理学最前線Ｉ」, 平成 21 年度愛媛大学免許状更新講習 , 新居浜商業高等学校 , 新
居浜市 (2009 年 8 月 )

谷口義明 , 「宇宙の行方」, 愛媛県生涯学習センター , 松山市 (2009 年 8 月 )

谷口義明 , 「宇宙の誕生」, 日本生産管理学会第 30 回全国大会 , 愛媛大学グリーンホール (2009
年 9 月 )

谷口義明 , 「COSMOS から ULTRA-VISTA へ－多波長ディープサーベイで探る high-z 
Universe」, 北海道大学大学院理学研究科宇宙物理学教室 , 北海道大学 （2009 年 9 月）

長尾 透 , “Observational Study on the Chemical Evolution of the Universe” , 広島大学宇宙
物理学研究室セミナー , 広島大学（2009 年 10 月）

谷口義明 , 「素粒子論的宇宙論」, やまぐち総合教育支援センター , 山口市（2009 年 11 月）

谷口義明 , 「暗黒宇宙の謎」, 愛媛銀行・ひめ銀会・松山市（2009 年 11 月）

谷口義明 , 「暗黒宇宙の謎」, サイエンスカフェ ガリレオ・ガリレイ , 名古屋市（2010 年 2 月）
　

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木久光 , 「宇宙への招待」, 世界天文年全国同時七夕講演会 , 愛媛大学メディアホール（2009
年 7 月）

寺島雄一 , 「『すざく』衛星で見た活動銀河核」, 北海道大学大学院理学研究科宇宙物理学教室 ,
北海道大学（2009 年 9 月）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹 ,  「宇宙天気予報」, 松山北高等学校 , (2009 年 6 月 )

清水 徹 , 「理数系教員指導力向上研修 , ステップアップ研修」, 愛媛県総合教育センター　(2009
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年 6 月 )

清水 徹 , 「理数系教員指導力向上研修 , レベルアップ研修」, 愛媛大学　(2009 年 7 月 )

清水 徹 , 「物理学最前線Ｉ」, 平成 21 年愛媛大学免許状更新講習 , 新居浜商業高等学校 , 新居浜
市（2009 年 8 月）

４．３　宇宙進化研究センター談話会

1) 第 11 回　児玉 忠恭（国立天文台光赤外研究部）, 「早期型銀河はいつどこで生まれたか？
～環境に依存した銀河の形成と進化を俯瞰する～」, 2009 年 9 月 2 日

2) 第 12 回　黄木 景二 ( 愛媛大学大学院理工学研究科・宇宙進化研究センター研究員 ),「宇
宙航空分野における材料の話」, 2009 年 12 月 1 日

3) 第 13 回　塩谷 泰広 ( 愛媛大学宇宙進化研究センター ),「最果ての銀河は本当に最果ての
銀河か？」, 2009 年 12 月 17 日

4) 第 14 回　井上 諭 ( 情報通信研究機構 ),「太陽フレア・CME 発生過程の 3 次元 MHD シミュ
レーションと太陽コロナ磁場の精密モデリング」, 2010 年 1 月 28 日

5) 第 15 回  Jonathan R. Trump,（ ア リ ゾ ナ 大 学 ）, “In Search of a Unified Model for 
Active Galactic Nuclei” , 2010 年 2 月 1 日

6) 第 16 回　清水 徹 ( 愛媛大学宇宙進化研究センター ),「太陽フレアにおける三次元高速磁
気再結合過程の基本モデル」, 2010 年 3 月 3 日

7) 第 17 回　井手上 祐子 ( 愛媛大学大学院理工学研究科 ), 「z  ～ 1 における星形成活動の環
境依存性」, 2010 年 3 月 11 日

8) 第 18 回　新田 伸也（筑波技術大学）, 「新しい磁気リコネクションモデル Petschek モデ
ルを超えて」, 2010 年 3 月 29 日

9) 第 19 回　新田 伸也（筑波技術大学）, 「ブラックホールのフライホイール・エンジンの理
論と AGN の統計的性質への応用」, 2010 年 3 月 30 日

４．４　講演会・研究会など（センター主催・共催・協力など）

1)　2009 Cosmos Team Meeting
　　期日　　　：2009 年 6 月 15 日～ 18 日
　　会場　　　：愛媛大学　メディアホール
　　主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
　　参加人数　：94 名（13 ヶ国）

2)　世界天文年全国同時七夕講演会「宇宙への招待」
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　　期日　　　：2009 年 7 月 7 日
　　会場　　　：愛媛大学　メディアホール
　　主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
　　講師　　　：愛媛大学宇宙進化研究センター・教授　粟木 久光
　　参加人数　：約 100 名

3)　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会「ガリレオからすばる、そして未来へ」
　　期日　　　：2009 年 7 月 20 日
　　会場　　　：愛媛大学　メディアホール
　　主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
　　演題・講師：
　　　「ガリレオからすばる望遠鏡まで - 天体望遠鏡の 400 年」　
　　　　　　　　　国立天文台ハワイ観測所研究職員　臼田 - 佐藤 功美子
　　　「すばる望遠鏡が見た宇宙、そして口径 30 ｍ望遠鏡へ」
　　　　　　　　　国立天文台ハワイ観測所副所長　臼田 知史
　　　「見えてきた宇宙の姿、そして未来へ」
　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター長　谷口 義明
　　参加人数　：約 120 名

4)　Astro-H XRT 開発者ミーティング
　　期日　　　：2009 年 8 月 24 日～ 8 月 27 日
　　会場　　　：愛媛大学　総合研究棟Ｉ　６階会議室
　　主催者　　：栗木 久光
　　発表件数　：14 件
　　参加人数　：22 名

5)　研究会「超広域サーベイによる巨大ブラックホール進化の研究：観測と理論の連携」
　　期日　　　：2009 年 10 月 15 日～ 10 月 17 日
　　会場　　　：松山市　にぎたつ会館
　　主催者　　：長尾 透（LOC 代表 , 世話人）, 谷口 義明（世話人）, 寺島 雄一 ( 世話人 )
　　発表件数　：28 件
　　参加人数　：約 50 名

6)　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会「電波で宇宙を観る」
　　期日　　　：2010 年 1 月 23 日
　　会場　　　：愛媛大学 メディアホール
　　主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
　　演題・講師：
　　　「宇宙は謎だらけ」　国立天文台野辺山宇宙電波観測所長・教授　川邊 良平
　　　「アンデスの巨大な “電波の眼”」　国立天文台名誉教授　石黒 正人
　　参加人数　：約 110 名
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7)　高エネルギー宇宙物理連絡会第 10 回研究会「高エネルギー宇宙物理学の最新成果と将来
　　計画」
　　期日　　　：2010 年 3 月 8 日 ～ 2010 年 3 月 10 日
　　会場　　　：宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究本部・相模原キャンパス
　　主催者　　：高エネルギー宇宙物理連絡会　粟木久光 (SOC 代表 )、寺島 雄一 (SOC, 　
　　　　　　　　LOC 代表 )
　　発表件数　：29 件
　　参加人数　：約 80 名

8)　高エネルギー宇宙物理連絡会第 8 回博士論文発表会
　　期日　　　：2010 年 3 月 8 日 ～ 2010 年 3 月 10 日
　　会場　　　：宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究本部・相模原キャンパス
　　主催者　　：高エネルギー宇宙物理連絡会　粟木久光 (SOC 代表 )、寺島 雄一 (SOC, 　
　　　　　　　　LOC 代表 )
　　発表件数　：14 件
　　参加人数　：約 80 名

9)　日本物理学会　宇宙線・宇宙物理領域シンポジウム「次期宇宙 X 線衛星 ASTRO-H で拓
　　く宇宙物理」
　　期日　　　：2010 年 3 月 23 日
　　会場　　　：岡山大学津島キャンパス
　　主催者　　：粟木久光 ( 世話人 )
　　発表件数　：7 件
　　参加人数　：約 100 名
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　５．国際的活動

５．１　国際共同研究

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1)　2007 年～　ハッブル宇宙望遠鏡トレジャリープログラム “The Cosmic Evolution Survey 

(COSMOS)”

長尾　透
1)　2008 年～　「すばる深宇宙探査プロジェクトによる遠方銀河観測」, カリフォルニア大など
2)　2008 年～　「ヨーロッパ南天望遠鏡などによる宇宙化学進化の観測的研究」, イタリア国

立天文学研究所、フィレンツェ大学など
3)　2008 年～　「すばる望遠鏡による宇宙第一世代天体の観測的探査」, カリフォルニア大、

イタリア国立天文学研究所、ジュネーブ天文台など
4)　2008 年～　「すばる望遠鏡による次世代大規模活動銀河核探査の検討」, プリンストン大

など
5)　2008 年～　「若い電波銀河における降着円盤の観測的調査」, カリフォルニア大など

斎藤　智樹
1)　2007 年～　「すばる望遠鏡・中間帯域フィルターによる遠方銀河探査」, コペンハーゲン

大など

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1)　2008 年～　国際 X 線天文衛星 Astro-H プロジェクトメンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッ

パ宇宙機関など
2)　2008 年～　国際X線天文衛星 International X-ray Observatory(IXO) Telescope Working 

Group メンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッパ宇宙機関など

寺島　雄一
1)　2007 年～　「硬 X 線で選択された活動銀河のすざく衛星による追観測」, 米航空宇宙局ゴ
　　ダード宇宙飛行センター、メリーランド大、コロラド大
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2)　2007 年～　「すざく衛星によるセイファート銀河中心核ブラックホールにおける相対論効
　　果の研究」, 米航空宇宙局ゴダード宇宙飛行センター、ジョンズホプキンス大、キール大、
　　ケンブリッジ大など
3)　2008 年～　国際 X 線天文衛星 Astro-H プロジェクトメンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッ
　　パ宇宙機関など
4)　2008 年～　国際 X 線天文衛星 International X-ray Observatory (IXO) Science  Definition
　　Group メンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッパ宇宙機関など

５．２　海外出張

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1)　2009.07.03 ～ 2009.07.12 , 研究成果発表 , フランス
2)　2010.01.18 ～ 2010.01.22, 共同利用観測 , アメリカ合衆国

長尾　透
1)　2009.05.28 ～ 2009.06.01, 共同利用観測 , アメリカ合衆国
2)　2009.08.05 ～ 2009.08.17, 研究成果発表 , ブラジル
3)　2009.08.18 ～ 2009.08.21, 研究成果発表 , 韓国
4)　2009.11.08 ～ 2009.11.14, 国際共同研究 , アメリカ合衆国
5)　2010.02.21 ～ 2010.02.28, 国際共同研究 , イタリア
6)　2010.03.15 ～ 2010.03.25, 共同利用観測 , チリ

塩谷　泰広
1)　2009.07.03 ～ 2009.07.12, 研究成果発表 , フランス

斎藤　智樹
1)　2010.01.19 ～ 2010.01.22, 共同利用観測 , アメリカ合衆国

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1)　2009.8.3 ～ 2009.8.7, 研究成果発表 , アメリカ合衆国
2)　2009.12.6 ～ 2009.12.12, 研究成果発表 , チェコ

寺島　雄一
1)　2009.9.6 ～ 2009.9.13, 研究成果発表 , イタリア
2)　2009.11.17 ～ 2009.11.23, 国際交流 , イギリス
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
1)　2009.06.05 ～ 2009.06.15, 研究成果発表 , スウェーデン

清水　徹
1)　2009.12.13 ～ 2009.12.22, 研究成果発表 , アメリカ合衆国

近藤　光志
1)　2009.08.11 ～ 2009.08.16, 研究成果発表 , シンガポール
2)　2009.12.14 ～ 2009.12.20, 研究成果発表 , アメリカ合衆国
3)　2010.3.21 ～ 2010.3.27, 研究成果発表 , アメリカ合衆国

５．３　海外からの短期訪問

1)　Jonathan Russell Trump, University of Arizona, USA, 研 究 打 合 せ , 2009.06.09 ～  
2009.06.19

2)　嘉数悠子 , Institut d'Astrophysique de Paris, France, 研究打合せ , 2009.06 .10 ～ 2009.
　　06.30
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　６．学際的活動・共同研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
宇宙科学研究本部プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-EII, ASTRO-H）

寺島　雄一
宇宙科学研究本部プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-EII, ASTRO-H）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2009 年度　名古屋大学 STE 研究所　計算機利用共同研究
2009 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究

清水　徹
2009 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究

近藤　光志
2009 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究
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　７．研究助成費

７．１　科学研究費補助金
　　　  （金額の単位：万円）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
2009　基盤研究 (B)(1)  19340046  宇宙初代天体と宇宙再電離源の観測的研究　390

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2009　基盤研究 (A)　21244017  硬 X 線観測による Compton Thick 活動銀河核の解明　880

寺島　雄一
2009　若手研究 (B)　20740109　X 線観測による成長中の巨大質量ブラックホールの探索と

質量降着過程の解明　60
2009　基盤研究 (A)　21244017（分担） 硬 X 線観測による Compton Thick 活動銀河核の解明 50

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2009　学術創成（分担）       宇宙天気予報の基礎研究　289
2009　基盤研究 (B) 21340142  高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレア現象

への応用　340

清水　徹
2009　基盤研究 (B) 21340142（分担） 高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレ

ア現象への応用　45

近藤　光志
2009　基盤研究 (B) 21340142（分担） 高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレ

ア現象への応用　45
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７．２　その他の研究費
　　　  （金額の単位：万円）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
2009　松山観光コンベンション協会研究会助成金「2009 Cosmos Team Meeting」　30

長尾　透
2009　愛媛大学研究開発支援経費（萌芽的研究）「超巨大ブラックホール天体の系統的観測に

よる宇宙化学変化の研究」　117
2009　自然科学研究機構国立天文台　研究集会開催助成「超広域サーベイによる巨大ブラッ

クホール進化の研究：観測と理論の連携」　35
2009　天文学振興財団　国際交流支援事業（国際交流参加）「Genuine Shape of the Big Blue 

Bump of Narrow-Line Seyfert 1 Galaxies」　28
2009　財団法人伊藤科学振興会　第 42 回物理学分野研究助成「宇宙初期における巨大ブラッ

クホール形成進化の観測的研究」　60
2009　財団法人倉田記念日立科学技術財団　第 42 回倉田奨励金「巨大ブラックホール天体の

スペクトル解析に基づく宇宙化学進化史の観測的研究」　155

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2009　JAXA 施設等利用共同研究（宇宙放射線）「非球面薄板 X 線望遠鏡基板の X 線結像性

能評価」　31
2009　愛媛大学理工学研究科共同研究支援経費「Ｘ線天文衛星 Astro-H 搭載用望遠鏡ハウジ

ングの開発」　100

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2009　三菱財団　爆発的高速磁気リコネクション機構の研究と宇宙プラズマフレア現象の解

明　205
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　８．教育活動

８．１　卒業論文・修士論文・博士論文題目

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
鬼塚　祐一：COSMOS 天域における高赤方偏移星生成銀河の星の種族
前田　愛子：SDSSp J0836+0054 クェーサーフィールドにおける z ～ 5.7 の Ly α 輝線天体
松岡　健太：Chemical properties of active galactic nuclei in the early universe
[ 学部 ]
荒木　宣雄：高赤方偏移活動銀河核における超巨大ブラックホール質量の測定
浦辻　規幸：銀河の力学的な構造と星生成について
鎌田　美香：COSMOS 天域におけるライマンブレーク銀河の形態
田中　一兆：COSMOS 天域におけるライマンブレーク銀河のクラスタリング
福場　一樹：COSMOS サーベイにおける passive spiral galaxies の環境

■ ブラックホール進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
野口　和久：散乱 X 線に着目した埋もれた活動銀河核の探索とその他波長における性質の研究
平田　義孝：[OIII] λ 5007 輝線で明るいセイファート 2 型超光度赤外線銀河の研究
[ 学部 ]
上笹　直哉：XMM-Newton 衛星による X 線強度変動の激しい活動銀河核の研究
山本　泰史：ASTRO-H 搭載用硬 X 線望遠鏡の温度分布に関する研究

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
橘　　志帆：三次元数値データの立体視における立体感の定量化
山地　僚平：3-D テクスチャを用いた特徴領域の可視化と不透明度伝達関数の設計
黒田　修平：太陽コロナ磁場の再構築および被照明流線を用いたベクトル場の可視化
向井　　慎：複雑なベクトル場の流線可視化における始点決定法
大野　悟志：等値面可視化の高速化とシヤ磁場を考慮した磁気再結合の数値計算
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[ 学部 ]
田中　宏樹：HINODE 衛星の太陽光球磁場観測データに基づく三次元太陽コロナ磁場の再構成
佐藤　弘規：地球磁気圏尾部における磁気再結合領域の三次元構造
高野裕一朗：地球磁気圏サブストームに伴う渦形成とカレントウェッジ
竹本　和生：高速磁気再結合過程の三次元不安定性（不安定化と磁気再結合領域の変形の関係）
西村　亮祐：高速磁気再結合過程の三次元不安定性（磁場構造のカスケード分岐と自己組織化）

８．２　講義・集中講義

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
2009 年度
　前期　力学 II　愛媛大学理学部
　前期　力学演習 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科　
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学　愛媛大学理学部
　後期　物理学英語　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　通年　数理物質科学特別研究　愛媛大学大学院理工学研究科
　通年　数理物質科学特別演習　愛媛大学大学院理工学研究科

長尾　透
2009 年度
　前期　コース初歩学習　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科　
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
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2009 年度
　前期　物理学序論　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科　
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理実験学　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　力学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科　
　前期　基礎物理科学特論 III　愛媛大学大学院理工学研究科

寺島雄一
2009 年度
　前期　基礎物理学実験　愛媛大学共通教育
　前期　天文学　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　高エネルギー天文学　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙環境物理学　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理科学特論 VI　愛媛大学大学院理工学研究科

　集中講義　面接授業　放送大学
　集中講義　物理学特別講義　北海道大学理学部

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼  正行
2009 年度
　前期　計算物理学　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
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　後期　電磁場物理学　愛媛大学理学部
　後期　物理学 I  愛媛大学共通教育
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　計算科学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
  後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　
清水　徹
2009 年度
　前期　計算物理学　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　力学 I　愛媛大学理学部
　後期　力学 I 演習　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　宇宙プラズマ物理学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科

近藤　光志
2009 年度
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科　
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナー II　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II  愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV  愛媛大学大学院理工学研究科

８．３　その他の教育活動

長尾　透・粟木　久光・寺島　雄一・近藤　光志
2009 年度開始「宇宙物理学セミナー」開講準備作業
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　９．広報

９．１　宇宙進化研究センターニュース

宇宙進化研究センターニュース　No.4
＜目次＞
　　　センター長あいさつ
　　　新メンバー紹介
　　　国際会議報告
　　　大学院生の活動状況
　　　ニュース
　　　　　研究会「宇宙ジェットの多様性と普遍性」を開催
　　　　　日本科学未来館・ドームシアターの新プログラム「バースデイ」の監修
　　　　　運営費交付金による新事業：大型光学望遠鏡の次世代広視野カメラ用超大型光学　
　　　　　フィルターの開発
　　　　　古代宇宙で巨大天体を発見－謎のガス雲ヒミコ－
　　　　　週刊朝日進学 MOOK「大学ランキング」に掲載
　　　　　記者会見「すばる望遠鏡、銀河合体の謎を解く」
　　　　　世界天文年全国同時七夕講演会「宇宙への招待」開催
　　　　　宇宙進化研究センター講演会「ガリレオからすばる、そして未来へ」を開催
　　　　　「宇宙物理学セミナー」開始
　　　　　Astro-H XRT 開発者ミーティング開催
　　　センター談話会
   　　学会等発表

宇宙進化研究センターニュース　No.5
＜目次＞
　　　センター長あいさつ
　　　新メンバー紹介
　　　国際交流（Jonathan Trump）
　　　国際会議報告
　　　大学院生の活動状況
　　　ニュース
　　　　　運営費交付金による HSC フィルターシステム開発事業新曲報告
　　　　　研究会「超広域サーベイによる巨大ブラックホール進化の研究」
　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会「電波で宇宙を観る」を開催
       　　　ガリレオ望遠鏡、愛大ミュージアムへ
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　　　　　研究会「巨大ブラックホールと銀河の共進化」
　　　　　研究助成金など採択報告
　　　センター談話会
　　　学位論文
   　　学会等発表

９．２　報道関係

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1) 2009 年 6 月 9 日　アメリカ天文学会記者会見講演「すばる望遠鏡、銀河合体の謎を解く」

朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、愛媛新聞（2009 年 6 月）
2) 2009 年 6 月 15 日　記者会見「2009 COSMOS Team Meeting 国際会議の開催について」

朝日新聞、毎日新聞、産経新聞、愛媛新聞（2009 年 6 月）
3) 「天文学者の日々」第 11 回～第 36 回　毎日新聞愛媛版 隔週連載（2009 年 4 月～ 2010

年 3 月）
4) 「ARATA’ S ELEVATED RAILROAD」　smart 7 月号（2009 年 6 月）
5) 「私はどうして天文学者になったのか－宇宙を物理するまで」　パリティ第 24 巻第 7 号

（2009 年 7 月）
6) 「こうして僕らは宇宙とつながっている。」　日本科学未来館ミーサイニュース（2009 年 7

月）
7) 「合体で生まれる『ウルトラ赤外線銀河』」　ニュートン第 29 巻第 9 号（2009 年 9 月）
8) 「銀河の中の私」　MOKU 12 月号（2009 年 12 月）
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　10．運営委員会

委員長　　　 谷口　義明 宇宙進化研究センター教授
委員  鵜飼　正行 宇宙進化研究センター教授
委員  清水　徹 宇宙進化研究センター准教授
委員  近藤　光志 宇宙進化研究センター助教
委員  粟木　久光 理工学研究科教授（兼任）
委員  寺島　雄一 理工学研究科准教授（兼任）
委員  長尾　透 理工学研究科助教（兼任）
委員  松本　正 研究支援部長
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　11．センター規則および運営委員会規定

愛媛大学宇宙進化研究センター規則

平成１９年１０月１０日
規則第１５０ 号

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第３０条第２項の規定に基づき，愛媛大

学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し，必要な
事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　センターは，学内共同施設として，理学及び工学の融合並びに国内外の関連研究機関

との連携を図り，宇宙全体の進化に関する研究及び教育を行うことにより，新たな学問
領域の創成と当該学術分野の発展に貢献することを目的とする。

（研究部門）
第３条　前条の目的を達成するため，センターに次の各号に掲げる研究部門を置く。
　(1) 宇宙大規模構造進化研究部門
　(2) ブラックホール進化研究部門
　(3) 宇宙プラズマ環境研究部門

（組織）
第４条　センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
　(1) センター長
　(2) 専任教員
　(3) 兼任教員
　(4) その他必要な職員（以下「センター職員」という。）

（管理機関）
第５条　センターの管理運営に関する重要な事項は，愛媛大学先端研究推進支援機構管理委員

会（以下「管理委員会」という。）において審議する。
（運営委員会）
第６条　センターの運営に関する事項を審議するため，センター運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。
　　２　 運営委員会に関する規程は，別に定める。

（センター長）
第７条　センター長候補者は，愛媛大学（以下「本学」という。）の専任教授のうちから管理

委員会が推薦し，学長が選考する。
　　２　 センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された

センター長の任期は，前任者の残任期間とする。
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（専任教員）
第８条　専任教員は，管理委員会が推薦し，学長が選考する。

（兼任教員）
第９条　兼任教員は，本学の専任教員のうちから，当該教員の所属する学部等の長と協議の上，

センター長が学長に推薦し，学長が任命する。
　　２　 兼任教員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された兼

任教員の任期は，前任者の残任期間とする。
（職務）
第 10 条　センター長は，センターの業務を掌理する。
　　２　 専任教員は，センター長の職務を助け，センターの業務を遂行する。
　　３　 兼任教員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事する。
　　４　 センター職員は，センターの業務に従事する。

（客員教授等）
第 11 条　センターに，客員教授又は客員准教授（以下「客員教授等」という。）を置くこと

ができる。
　　２　 客員教授等の選考は，愛媛大学客員教授等選考基準の定めるところによる。

（研究員）
第 12 条　センターに，研究員を置くことができる。
　　２　 研究員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事するものとする。
　　３　 研究員は，本学の専任教員のうちから運営委員会の推薦により，学長が任命する。
　　４　 研究員の任期は２年以内とし，再任を妨げない。

（客員研究員）
第 13 条　センターに，客員研究員を置くことができる。
　　２　 客員研究員の選考は，愛媛大学客員研究員規程の定めるところによる。

（研究協力者）
第 14 条　センターに研究協力者を置くことができる。
　　２　 研究協力者は，センター長があらかじめ定めた期間，センターの研究活動を補助する。
　　３　 研究協力者は，センターの研究に係る知識，経験を有する者のうちから，センター

長が委嘱する。
（事務）
第 15 条　センターに関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第 16 条　この規則に定めるものほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。
附則
　１　 この規則は，平成１９年１１月１日から施行する。
　２　 この規則施行後，最初に任命されるセンター長及び兼任教員の任期は，第７条第２項

及び第９条第２項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までとする。
附則
　この規則は，平成２０年４月１日から施行する。
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愛媛大学宇宙進化研究センター運営委員会規程

平成１９年１０月１０日
規則第１５１ 号

（趣旨）
第１条　この規程は，愛媛大学宇宙進化研究センター規則第６条第 2 項の規定に基づき，愛

媛大学宇宙進化研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運
営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）
第２条　運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
　(1) 愛媛大学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の運営に関する基本事項に
　　関すること。
　(2) センターの予算及び決算に関すること。
　(3) その他センターの運営に関すること。

（組織）
第３条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
　(1) センター長
　(2) 専任教員
　(3) 兼任教員
　(4) 研究支援部長
　(5) その他委員長が必要と認めた者
　　２　 前項第５号の委員は，運営委員会の議を経て委員長が推薦し，学長が任命する。

（委員長）
第４条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
　　２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
　　３　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）
第５条　運営委員会は，委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。
　　２　 議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。
（委員以外の者の出席）
第６条　委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，説明又は意見を聴

くことができる。
（専門委員会）
第７条　運営委員会は，専門的事項を調査検討するため，専門委員会を置くことができる。
　　２　専門委員会に関する事項は，運営委員会が定める。

（事務）
第８条　運営委員会に関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第９条　この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が

定める。
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附則
　この規程は，平成１９年１１月１日から施行する。
附則
　この規程は，平成２０年４月１日から施行する
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朝日新聞　2009 年 6 月 23 日（火）　22 面　科学
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毎日新聞　2009 年 6 月 16 日（火）　21 面　愛媛
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愛媛新聞　2009 年 6 月 16 日（火）　6 面
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愛媛新聞　
2010 年 2 月 6 日 7 面
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